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に
じ
色
の
つ
ば
さ　

野
村　

羊
子　

議
員

高
齢
者
の
尊
厳
が

 

尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

政
新
ク
ラ
ブ　

加
藤　

浩
司　

議
員

地
元
企
業
の
拡
張
と

企
業
誘
致
を

産 

業
振 

興

政
新
ク
ラ
ブ　

土
屋　

健
一　

議
員

危
機
管
理
体
制
の
強
化
で

 

新
た
な
課
題
に
対
応
せ
よ

政
新
ク
ラ
ブ　

渥
美　

典
尚　

議
員

生
き
る
力
を
育
む

 　

国
語
教
育
の
実
践
を

政
新
ク
ラ
ブ　

伊
東　

光
則　

議
員

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

 　
　
　
　

一
層
の
充
実
を

政
新
ク
ラ
ブ　

伊
藤　

俊
明　

議
員

環
境
先
進
都
市

 　
　
　

三
鷹
を
目
指
せ

が
制
定
さ
れ
た
。
条
例
に
あ
る

「
市
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
」

と
は
、
具
体
的
に
は
何
を
指
す

の
か
、
市
の
商
業
振
興
に
対
す

る
基
本
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

市
長　

商
店
街
が
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
豊
か
な
地

域
社
会
が
構
築
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
長
寿

社
会
を
迎
え
て
、
身
近
に
商
店

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
市
民
生

活
の
向
上
に
な
る
と
考
え
る
。

議
員　

今
回
の
「
む
ら
さ
き
商

品
券
」
事
業
は
、
商
業
が
市
民

生
活
を
支
え
る
と
い
う
視
点
か

ら
の
事
業
と
認
識
す
る
が
、
こ

の
事
業
は
何
を
も
っ
て
成
功
と

考
え
る
の
か
、
所
見
を
聞
く
。

市
長　

こ
の
事
業
を
契
機
と
し

て
、
地
域
の
商
店
街
が
活
性
化

の
た
め
に
動
き
だ
し
て
、
商
店

街
に
新
た
な
変
化
が
生
ま
れ
て

く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

議
員　

自
治
体
が
税
を
投
入
し

て
企
業
を
育
成
し
て
も
、
そ
の

地
域
内
で
事
業
を
継
続
す
る
と

は
限
ら
な
い
。
三
鷹
の
Ｓ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
事
業
者
の
中
に
は
、
事
業
が

成
功
し
た
後
、
拠
点
を
三
鷹
市

外
へ
移
す
場
合
が
あ
る
。
移
動

の
自
由
を
踏
ま
え
て
、
現
状
の

市
の
基
本
的
な
認
識
を
伺
う
。

市
長　

三
鷹
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
者
協

会
が
発
足
し
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
事
業

者
同
士
が
相
互
に
連
携
す
る
新

た
な
事
業
展
開
が
生
ま
れ
て
い

る
。
今
後
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

生
か
し
た
事
業
者
の
定
着
を
図

る
施
策
の
検
討
を
続
け
た
い
。

福祉総合窓口のさらなるサービスの向
上に努めてほしい

議
員　

市
内
の
認
知
症
高
齢
者

の
実
態
と
支
援
・
医
療
等
の
現

状
を
把
握
し
、
課
題
の
検
証
が

必
要
で
あ
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
支

え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
「
介
護

の
社
会
化
」
の
推
進
が
課
題
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

在
宅
で
介
護
し
て
い
る

家
族
の
尊
厳
を
守
り
、
人
間
ら

し
く
生
き
る
こ
と
を
支
え
る
施

策
が
重
要
だ
。
見
解
を
問
う
。

市
長　

家
族
介
護
者
交
流
事
業

等
で
交
流
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

場
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

認
知
症
高
齢
者
本
人
が

尊
厳
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
た
め

に
、
高
齢
者
福
祉
の
今
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
示
せ
よ
。

市
長　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
等
の
拡
充
と
地
域
医
療

と
の
協
働
の
推
進
を
図
る
。

議
員　

特
定
高
齢
者
の
介
護
予

防
事
業
の
実
態
と
課
題
を
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
が
少
な

く
把
握
率
が
低
い
。
特
定
高
齢

者
の
正
確
な
判
定
に
努
め
る
。

議
員　

介
護
予
防
事
業
に
お
け

る
今
後
の
展
開
を
示
せ
。

健
康
福
祉
部
長　

国
の
動
向
を

議
員　

学
童
保
育
所
と
地
域
子

ど
も
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
児
童

の
健
全
育
成
に
向
け
た
積
極
的

な
活
動
は
評
価
で
き
る
が
、
運

営
側
の
負
担
軽
減
等
の
工
夫
も

必
要
だ
。今
後
の
課
題
を
伺
う
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　

事
業
の

継
続
性
と
安
定
し
た
運
営
が
課

題
で
あ
り
、
人
材
の
育
成
・
確

保
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

議
員　

学
童
保
育
所
と
地
域
子

ど
も
ク
ラ
ブ
以
外
で
は
、
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　

児
童
館

や
社
会
教
育
会
館
、
図
書
館
等

で
対
応
が
図
ら
れ
て
い
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の
活

議
員　

知
的
活
動
や
論
理
的
思

考
の
基
盤
と
な
る
国
語
力
を
高

め
る
教
育
が
必
要
だ
。
平
成
20

年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
か
ら
は
本
市
の
児
童
・
生

徒
の
読
む
能
力
と
書
く
能
力
の

正
答
率
が
低
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
ど
う
改
善
す
る
か
。

教
育
部
長　

調
査
の
詳
細
な
分

析
を
基
に
、
実
態
に
応
じ
た
指

導
法
の
工
夫
・
改
善
に
努
め
る
。

議
員　

新
学
習
指
導
要
領
で
は

各
教
科
に
お
け
る
言
語
力
を
育

む
活
動
が
重
視
さ
れ
る
が
、
本

市
の
小
・
中
学
校
の
国
語
科
で

の
新
た
な
取
り
組
み
を
聞
く
。

教
育
長　

小
・
中
一
貫
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
見
直
し
の
中
で
取

り
組
み
事
例
を
明
記
し
た
指
導

計
画
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

議
員　

市
独
自
の
充
実
し
た
国

語
教
育
を
行
う
に
は
、
新
学
習

指
導
要
領
で
定
め
た
国
語
科
の

授
業
時
間
数
で
は
足
り
な
い
。

授
業
時
間
を
増
加
す
べ
き
だ
。

教
育
部
長　

今
後
、
小
・
中
一

貫
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見

直
し
を
進
め
、
国
語
教
育
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

古
文
な
ど
古
典
の
暗
唱

は
国
語
力
を
高
め
る
効
果
が
あ

る
と
い
う
。
小
・
中
学
校
の
国

語
科
で
は
暗
唱
に
も
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
。
考
え
を
伺
う
。

教
育
部
長　

新
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
く
音
読
や
暗
唱
の
学
習

を
通
じ
、
古
典
に
親
し
む
指
導

が
展
開
さ
れ
る
と
考
え
る
。

議
員　

株
価
の
急
落
に
よ
る
金

融
機
関
の
貸
し
渋
り
等
の
影
響

で
多
摩
地
区
で
も
多
く
の
中
小

企
業
が
経
営
危
機
に
陥
っ
て
い

る
。
市
内
中
小
企
業
の
倒
産
件

数
を
把
握
し
て
い
る
か
伺
う
。

市
長　

平
成
19
年
は
17
件
、
20

年
は
10
月
末
で
11
件
で
あ
る
。

議
員　

こ
の
不
況
が
長
期
化
す

る
と
市
税
の
大
幅
な
減
収
が
見

込
ま
れ
る
が
、
平
成
21
年
度
の

予
算
編
成
へ
の
影
響
を
聞
く
。

市
長　

予
算
編
成
に
も
支
障
を

き
た
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

今
後
も
財
政
計
画
へ
の
影
響
な

ど
を
念
頭
に
対
処
し
た
い
。

議
員　

都
は
悪
化
す
る
雇
用
環

境
に
対
応
し
、
延
べ
50
万
人
分

の
公
的
雇
用
を
生
み
出
す
緊
急

雇
用
対
策
を
発
表
し
た
。
本
市

に
お
け
る
検
討
状
況
を
伺
う
。

市
長　

都
の
事
業
の
詳
細
が
明

ら
か
に
な
っ
た
段
階
で
、
市
内

事
業
者
の
状
況
等
も
勘
案
し
て

制
度
の
活
用
を
検
討
し
た
い
。

議
員　

全
国
の
公
立
図
書
館
で

行
方
不
明
本
被
害
が
拡
大
し
て

い
る
。
市
立
図
書
館
に
お
け
る

被
害
状
況
と
平
成
21
年
１
月
８

日
か
ら
導
入
さ
れ
る
「
Ｉ
Ｃ
タ

グ
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
被
害
防

止
効
果
に
つ
い
て
聞
く
。

図
書
館
担
当
部
長　

平
成
19
年

度
の
図
書
館
全
館
の
紛
失
冊
数

は
７
千
432
冊
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
タ

グ
及
び
Ｉ
Ｃ
ゲ
ー
ト
の
導
入
で

紛
失
被
害
の
防
止
に
相
当
の
効

果
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

議
員　

産
業
振
興
は
、
都
市
の

活
力
あ
る
発
展
に
不
可
欠
だ
。

良
好
な
住
環
境
と
の
調
和
を
図

り
な
が
ら
、
市
内
の
既
存
企
業

の
存
続
・
事
業
拡
張
に
対
す
る

支
援
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

特
別
用
途
地
区
等
の
制

度
の
活
用
や
工
場
移
転
資
金
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
整
備
等
に

よ
り
、産
業
振
興
に
取
り
組
む
。

議
員　

都
市
計
画
道
路
区
域
内

に
あ
る
企
業
の
存
続
・
事
業
拡

張
支
援
の
た
め
、
代
替
地
の
紹

介
等
の
情
報
提
供
が
必
要
だ
。

市
長　

建
築
制
限
の
緩
和
や
東

京
都
と
連
携
し
て
代
替
地
の
情

報
提
供
等
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
積
極
的
に
対
応
す
る
。

議
員　

企
業
誘
致
の
推
進
に
は

企
業
が
求
め
る
候
補
地
の
確
保

が
課
題
だ
。
特
別
用
途
地
区
等

の
制
度
を
活
用
し
、
駅
前
だ
け

で
な
く
東
八
道
路
沿
い
等
へ
も

誘
致
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

市
長　

東
八
道
路
沿
い
等
の
特

別
住
工
共
生
地
区
の
拡
大
に
つ

い
て
は
、
後
背
地
の
用
途
地
域

等
に
留
意
し
た
特
別
用
途
地
区

等
の
活
用
が
今
後
の
課
題
だ
。

議
員　

企
業
誘
致
に
は
業
務
床

の
紹
介
も
有
効
な
方
法
だ
。
市

内
の
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
事
業
者
同
様
、

市
外
か
ら
の
進
出
企
業
も
民
間

施
設
へ
の
集
積
を
促
進
す
る
た

め
、業
務
床
の
確
保
が
必
要
だ
。

市
長　

業
務
床
の
よ
り
一
層
充

実
し
た
活
用
が
進
む
よ
う
に
、

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

見
据
え
な
が
ら
関
係
機
関
と
検

討
し
、
充
実
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

福
祉
総
合
窓
口
で
の
案

内
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

で
は
な
く
、
来
談
者
が
た
ら
い

回
し
に
な
る
印
象
を
受
け
る
。

有
機
的
に
窓
口
を
機
能
さ
せ
る

た
め
の
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

市
長　

身
近
な
場
所
で
充
実
し

た
相
談
・
支
援
が
で
き
る
よ
う

に
市
内
福
祉
施
設
等
と
の
連
携

の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

市
は
、
市
・
市
民
・
事

業
者
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
と
責
任

を
果
た
す
循
環
型
社
会
の
構
築

を
目
指
し
、
環
境
先
進
都
市
と

し
て
他
自
治
体
の
模
範
と
な
る

取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
だ
。

市
長　

環
境
施
策
を
充
実
し
、

レ
ベ
ル
の
高
い
環
境
先
進
都
市

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

環
境
と
経
済
の
好
循
環

社
会
の
実
現
に
は
、
市
民
等
の

環
境
保
全
意
識
の
啓
発
や
環
境

に
配
慮
し
た
事
業
活
動
へ
の
支

援
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
だ
。

市
長　

啓
発
を
推
進
し
、
支
援

を
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

議
員　

地
球
温
暖
化
防
止
の
具

体
的
取
り
組
み
と
し
て
「
緑
の

カ
ー
テ
ン
」は
効
果
的
だ
。公
共

施
設
へ
の
導
入
を
拡
大
せ
よ
。

市
長　

拡
大
を
検
討
し
た
い
。

議
員　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
支

援
の
中
で
も
太
陽
光
発
電
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
国
や
都
が
設

置
助
成
の
拡
充
を
計
画
し
て
い

る
。
市
も
助
成
制
度
を
拡
充
し

て
市
民
へ
の
普
及
を
図
れ
。

市
長　

さ
ら
な
る
施
策
拡
充
を

検
討
し
、実
施
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

地
球
温
暖
化
対
策
に
向

け
、
市
は
率
先
し
て
電
気
自
動

車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
導
入

を
拡
充
し
、
市
民
等
へ
の
導
入

支
援
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

積
極
的
な
導
入
拡
大
と

支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策
に
つ
い
て

用
等
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

中
学
校
の
部
活
動
も
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
有
効

だ
。
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

部
活
動
の
充
実
に
努
め
よ
。

教
育
部
長　

外
部
指
導
者
へ
の

指
導
依
頼
等
を
行
っ
て
い
る
。

一
層
の
充
実
に
努
め
た
い
。

議
員　

三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大

学
に
お
い
て
、
書
道
や
絵
画
等

の
幅
広
い
分
野
で
子
ど
も
向
け

の
講
座
を
開
設
で
き
な
い
か
。

市
長　

小
・
中
学
生
対
象
の
企

画
も
実
施
し
て
い
る
。
指
摘
の

点
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

議
員　

三
鷹
市
体
育
協
会
と
の

連
携
に
よ
る
児
童
・
生
徒
向
け

事
業
の
拡
充
等
を
検
討
せ
よ
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　

今
後
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

政
新
ク
ラ
ブ　

白
鳥　

孝　

議
員

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を

 

生
か
し
た
観
光
都
市
を

議
員　

本
市
で
は
、
み
た
か
都

市
観
光
協
会
が
設
立
さ
れ
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
事
業
や
講
座
等
が

企
画
さ
れ
て
い
る
。
同
協
会
が

果
た
す
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

市
民
活
動
と
行
政
と
の

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
観
光
振
興
事
業
を
推
進
し

て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

議
員　

三
鷹
は
文
学
者
が
多
く

住
ん
だ
ま
ち
で
あ
る
。太
宰
治
、

三
木
露
風
、
山
本
有
三
な
ど
多

く
の
文
学
者
に
目
を
向
け
た
、

「
文
学
者
の
ま
ち
構
想
」
を
明

（
６
面
へ
続
く
）


